
分
科

会
共

通
課

題
地

域
ご

と
の

課
題

施
設

種
別

ご
と

の
課

題
そ

の
他

の
課

題

13

○
入
所
型
施
設
で
は
、
制
度
が
整
い
、
施
設
環
境
が
快
適
化
し
て

き
た
こ
と
で
、

施
設

を
出

た
く

な
い

若
者

の
増

加
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

○
進
路
情
報
や
奨
学
金
情
報
を
共
有
す
る

全
国

規
模

で
の

連
絡

会
や

情
報

交
換

会
が
必
要
。

○
農
村
部
と
都
市
部
の
施
設
間
で
、

進
学

率
の

格
差
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

○
養
護
、
児
家
セ
ン
、
母
子
、
自
援
か
ら
の
参
加
あ
り
。

14

○
自
立
支
援
担
当
職
員
も

専
任

と
兼

務
と
い
る
。

○
大
学
な
ど
に

進
学

し
た

後
の

就
労

先
に
苦
労
し
て
い
る
。

○
給
付
型
奨
学
金
が
増
え
た
の
は
よ
い
が
、

目
標

を
も

た
ず

に
、

勉
強
も
し
な
い
で
専
門
学
校
な
ど
に
進
学
し
た
場
合
、

す
ぐ

に
中

退
し

た
り

、
進

学
後

に
就

職
で

き
な

い
。

【
神
奈
川
】
国
が
制
度
を
作
っ
て
も
、

自
治

体
に

よ
っ

て
助

成
額

が
違

っ
た

り
、

使
え

る
制

度
が

違
う

。
【
愛
媛
】
都
会
と
地
方
で
は

社
会

資
源

（
N

PO
や

支
援

し
て

く
れ

る
企

業
等

）
の

量
が

違
う
。
人
口
の
違
い
で
自
立
担
当
職
員
の
数
も
違
う
た
め
、
情
報
量
も

違
う
。
東
京
の
自
立
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
研
修
は
90
名
が
参
加
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
愛
媛
は
６
名
し
か
い
な
い
。

【
滋
賀
・
愛
媛
】
若
い
自
立
支
援
担
当
職
員
よ
り
ベ
テ
ラ
ン
の
職
員
の
方
が
自

立
支
援
の
経
験
が
豊
富
な
こ
と
が
あ
り
、

施
設

内
で

の
立

ち
位

置
が
理
解
さ
れ

て
い
な
い
。

【
母
子
】

母
親

が
受

験
に

対
し

て
否

定
的
だ
と
、
進
学
さ
せ
ら
れ
な
い
。

○
大
学
進
学
に
つ
い
て
は
、
施
設
が

奨
学

金
の

情
報
を
知
ら
な
い
の

か
、
そ
れ
と
も
、
奨
学
金
は
増
え
た
が
、

生
活

を
含

む
全

体
的

な
費

用
が
足
り
な
い
の
か
？

15

○
就

職
し

た
が

離
職

。
進

学
し

た
が

不
登

校
。

○
退

所
前

に
不

登
校

。
○
自
立
支
援
担
当
職
員
は

兼
務
。
現
場
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
動
け
な
い
。

○
京
都
、
群
馬
、
沖
縄
、
愛
媛
、
大
阪
、
鳥
取
、
東
京
、
鹿
児
島
か
ら
参
加

【
京
都
】

措
置

延
長
し
て
、
大
学
に
進
学
さ
せ
て
い
る
。

【
鳥
取
】
１
０
年
前
か
ら

職
業

指
導

員
を
配
置
し
、
退
所
児
童
を
支
援
。

【
東
京
】
自
立
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
名
配
置
。

自
立

訓
練

棟
を
設
置
。

【
沖
縄
】
児
童
相
談
所

や
県

庁
と

連
携

。

○
NP
Oに

よ
る
進
学
に
向
け
た

家
庭

教
師

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

。
○

中
古

パ
ソ

コ
ン

の
提

供
。

〇
保

証
人

免
除

。
〇

家
電

提
供

。
〇

施
設

と
企

業
を

つ
な

ぐ
N

PO
法

人
。

16

○
発

達
障

害
の
子
ど
も
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
が
難
し
い
。

○
ボ

ー
ダ

ー
の
子
ど
も
の
支
援
が
難
し
い
。
一
般
就
労
な
の
か
、

福
祉
就
労
な
の
か
。

○
子

ど
も

と
の

信
頼

関
係
が
重
要
。

○
大
阪
、
鳥
取
、
三
重
、
東
京
３
、
秋
田
、
沖
縄
、
名
古
屋
か
ら
参
加

【
自
援
】

余
暇

活
動
を
大
切
に
し
、
卒
園
生
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
と
い
う
視
点
。
つ
ら

い
こ
と
も
あ
る
け
ど
、

生
き

て
い

る
こ

と
は

楽
し

い
と
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。

【
母
子
】

母
親

と
の

関
係

構
築
が
鍵
。
子
ど
も
の
教
育
支
援
の
お
金
を

母
親

が
使

い
こ

む
ケ

ー
ス
あ
り
。

【
母
子
】

退
所

後
も

母
子

と
つ

な
が

っ
て

い
く

こ
と
が
重
要
。

17

○
子
ど
も
と
職
員
と
の
関
係
は
よ
い
が
、

外
部

の
方

に
伝

え
て

も
ら

っ
た

方
が

よ
い

こ
と
が
あ
る
。

○
特

別
支

援
学

校
卒

業
後
の
進
路
が
難
し
い
。

○
大
学
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
が

必
要

な
書

類
を
送
っ
て
こ
な
い

で
困
っ
て
い
る
。

⇒
他
の
参
加
者
か
ら
、

大
学

と
も

連
絡

を
取

り
合

う
、

返
信

用
の

封
筒

を
入

れ
る
、

直
接

も
ら

い
に

い
く
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
あ

り
。
自
立
を
促
す
こ
と
を
意
識
し
が
ち
だ
が
、
家
庭
を
考
え
る

と
、
も
っ
と
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

○
大

学
に

行
き

た
い

か
ら

行
け

る
と

い
っ

た
状

況
で

は
な

い
。

○
障

害
手

帳
が

取
れ

な
い

場
合

の
支

援
○

A型
・

B型
の

就
労

支
援

○
連
絡
は

LI
N

Eで
取
り
合
っ
て
い
る

○
コ
ロ
ナ
禍
後
、

仕
事

が
続

か
な

い
ケ

ー
ス
が
増
え
て
い
る

○
埼
玉
、
岡
山
、
東
京
２
、
静
岡
、
秋
田
、
宮
城
、
福
岡
、
福
島
、
長
崎
か
ら

参
加

○
養
護
８
，
母
子
１
、
不
明
１

【
養
護
】
児
童
相
談
所
か
ら
承
諾
が
下
り
ず
、

措
置

延
長
が
し
づ
ら
い
。

○
実
母
が
子
ど
も
一
緒
に
住
み
た
い
が
、
子
ど
も
は
一
人
が
い
い
と
言

う
。

親
子

関
係

の
調

整
が
難
し
い
。

全
国

若
者

自
立

支
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 全
国

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

 分
科

会
発

表
メ

モ

※
児
童
養
護
施
設
⇒
養
護
、
母
子
生
活
支
援
施
設
⇒
母
子
、
自
立
援
助
ホ
ー
ム
⇒
自
援
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
⇒
児
家
セ
ン
、
そ
の
後
の
数
字
は
参
加
団
体
数

※
太
文
字
は
事
務
局
の
編
集

－ 15 －



－ 16 －



－ 17 －



－ 18 －



－ 19 －



－ 20 －



－ 21 －



－ 22 －



－ 23 －



－ 24 －



－ 25 －



－ 26 －



－ 27 －



－ 28 －


	全国若者自立支援プロジェクト報告書_Part13
	全国若者自立支援プロジェクト報告書_Part14
	全国若者自立支援プロジェクト報告書_Part15
	全国若者自立支援プロジェクト報告書_Part16
	全国若者自立支援プロジェクト報告書_Part17
	全国若者自立支援プロジェクト報告書_Part18
	全国若者自立支援プロジェクト報告書_Part19

